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第
１
８
０
回
重
信
町
議
会
定
例
会

は
、
６
月
２２
日
か
ら
２９
日
ま
で
８
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
１３
年
度
一
般
会
計
、
老
人
保

健
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
等
、
２４
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。一

般
質
問
は
六
名
の
議
員
か
ら
、

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
合
併
問
題

に
つ
い
て
、
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

山
鳥
坂
ダ
ム
中
予
分
水
に
つ
い
て
、

教
育
問
題
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税

削
減
に
つ
い
て
等
、
様
々
な
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
１３
年
度
補
正
予
算

○
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

５
７
２
４
万
９
０
０
０
円

○
公
共
下
水
道
事
業
費

３
億
５
７
６
０
万
円

主
な
条
例
の
制
定
及
び
改
正
等

○
重
信
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

○
バ
ス
購
入
物
品
売
買
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

○
公
共
下
水
道
汚
水
管
渠
工
事
変

更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

人
事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
赤
松

孝
子
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、「
道
路
特
定
財
源
制
度
に

関
す
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
可
決
し
、

政
府
関
係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

次
の
要
領
で
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
職
種
と
採
用
予
定
人
員

○
上
級
行
政
・
上
級
土
木

若
干
名

○
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

若
干
名

☆
受
験
資
格

☆
共
通
事
項

○
試
験
の
と
き
・
と
こ
ろ

第
１
次
試
験

平
成
１３
年
９
月
１６
日
a
午
前
９
時
〜

重
信
町
役
場

○
受
験
資
格

①
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
２５
年
法
律
第

２
６
１
号
）
第
１６
条
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
者

○
試
験
の
方
法

試
験
は
第
１
次
試
験
及
び
第
２
次
試
験

と
し
、
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
合

格
者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

○
受
験
手
続

下
記
の
書
類
を
、
総
務
課
総
務
係
ま
で

提
出
し
て
下
さ
い
。

¡
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

¡
最
終
学
校
の
卒
業(

見
込
み)

証
明
書

¡
資
格
又
は
免
許(

見
込
み)

証
明
書

○
受
付
期
間

平
成
１３
年
８
月
１
日
d
か
ら
８
月
１７
日

f
ま
で
の
執
務
時
間
中
（
平
日
の
８
時

３０
分
か
ら
１７
時
１５
分
ま
で
）

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
１７
日
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
、
受
け
付
け
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
総
務
係

1
９
６
４-

４
４
０
０
（
直
通
）

昭和47年4月2

日から昭和55

年4月1日まで
に生まれた者

昭和49年4月2

日から昭和57

年4月1日まで
に生まれた者�

�
学歴は問いませ
んが、大学卒業
程度の学力を有
する方
�
短大卒業程度の
学力を有する方
で、資格免許を有
する者又は取得
する見こみの者�

教養試験（大学卒
業程度）・専門試験
（行政）・適正検査�
教養試験（大学卒
業程度）・専門試験
（土木）・適正検査�

教養試験（短大卒
業程度）・専門試験
（保育士・幼稚園教
諭）・適正検査�

�
�
�
�

口述試験�
作文試験�

第１次試験� 第２次試験�学歴・その他�年齢要件�試験区分�

上級行政�

上級土木�

保 育 士
幼稚園教諭�
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①
　
同
じ
世
帯
で
同
じ
月
内
に
１

人
３
万
円
以
上
（
非
課
税
世
帯

は
２
万
１
０
０
０
円
）
の
自
己

負
担
額
を
２
回
以
上
支
払
っ
た

場
合
、
そ
れ
ら
の
額
を
合
算
し

て
限
度
額
を
超
え
た
分
が
申
請

に
よ
り
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
　
同
じ
世
帯
で
過
去
１２
ヵ
月
以

内
に
、
３
回
以
上
高
額
療
養
費

の
支
給
を
受
け
た
と
き
、
４
回

目
以
降
の
自
己
負
担
限
度
額
は

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

4

病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
り
、
自
己
負
担
額
が
限
度
額

を
超
え
た
と
き
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く

す
る
た
め
に
、
申
請
に
よ
り
後
か

ら
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
。

自
己
負
担
限
度
額

自
己
負
担
額
の
計
算
の
し
か
た

①
１
ヵ
月
（
１
日
〜
月
末
ま
で
）

ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

②
病
院
・
診
療
所
ご
と
に
計
算
し

ま
す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別

々
の
病
院
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で
、
医
科
と
歯
科
が

あ
る
場
合
、
歯
科
は
別
に
計
算

し
ま
す
。

⑤
通
院
と
入
院
は
別
に
計
算
し
ま

す
。

⑥
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食

事
代
な
ど
保
険
診
療
の
対
象
に

な
ら
な
い
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
自
己
負
担
額
の
領
収
書

②
印
鑑

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

④
振
り
込
み
先
の
口
座
が
わ
か
る

も
の

※
高
額
療
養
費
及
び
出
産
育
児
一

時
金
の
貸
付
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
険
年
金
課

９
６
３-

４
４
０
８

住 民 税 �
非課税世帯�

35,400円�
63,600円＋�

(医療費－318,000円)
×1％�

121,800円＋�
(医療費－609,000円)

×1％�

住民税課税世帯�上位所得世帯�

住 民 税 �
非課税世帯�

24,600円�37,200円�70,800円�

住 民 税�
課税世帯�

上位所得�
世　　帯�

●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●¡●

高
額
療
養
費

�
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平
成
１３
年
度
の
地
方
税
改
正
に
伴
う
町
税
関
係
の

主
な
改
正
点
に
つ
い
て
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
　
個
人
住
民
税
関
係

a
商
品
先
物
取
引
に
係
る
申
告
分
離
課
税
の
実
施

商
品
先
物
取
引
に
よ
る
所
得
は
、
従
来
事
業
所

得
又
は
雑
所
得
と
し
て
総
合
課
税
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
、
平
成
１３
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
１５
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
商
品
先
物
取
引
を

し
た
場
合
の
一
定
の
個
人
の
所
得
に
つ
い
て
は
、

他
の
所
得
と
分
離
し
て
２６
％
（
国
２０
％
、
県
２
％
、

町
４
％
）
の
税
率
に
よ
り
申
告
を
通
じ
て
課
税
す

る
こ
と
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
商
品
先
物
取
引
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に

つ
い
て
は
、
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算
は
認
め
ら

れ
ず
、
そ
の
年
に
お
い
て
商
品
先
物
取
引
に
よ
り

生
じ
た
所
得
の
み
と
の
通
算
が
認
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
損
失
の
繰
越
控
除
は
認
め
ら
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

s
土
地
譲
渡
益
課
税
の
特
例
の
延
長

最
近
の
経
済
情
勢
や
土
地
取
引
の
状
況
を
踏
ま

え
、
現
行
の
長
期
譲
渡
所
得
の
税
率
２６
％
（
国

２０
％
、
県
２
％
、
町
４
％
）
の
適
用
期
限
が
平
成

１５
年
１２
月
３１
日
ま
で
３
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
優
良
住
宅
地
の
造
成
等

の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡

所
得
の
課
税
の
特
例
【
４
、０
０
０
万
円
以
下
２０
％

（
国
１５
％
、
県
１.６
％
、
町
３.４
％
）、
４
、０
０
０
万
円

超
２６
％
（
国
２０
％
、
県
２
％
、
町
４
％
）】
の
適
用

期
限
も
平
成
１５
年
１２
月
３１
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。

d
株
式
譲
渡
益
課
税
の
申
告
分
離
一
本
化
の
延
期

株
式
譲
渡
益
課
税
に
つ
い
て
は
、
現
下
の
経
済

情
勢
、
株
式
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
、
平
成
１３
年

４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
申
告
分
離
課
税
へ
の
一

本
化
が
平
成
１５
年
４
月
ま
で
２
年
間
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

２
　
固
定
資
産
税
関
係

被
災
住
宅
用
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
以
下
の
課
税
標
準
の
特

例
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
規
模
住
宅
用
地
（
２
０
０
㎡
以
下
）

価
格
の
６
分
の
１

一
般
住
宅
用
地
（
２
０
０
㎡
超
）

価
格
の
３
分
の
１

こ
の
特
例
は
、
原
則
と
し
て
、
賦
課
期
日
（
１

月
１
日
）
に
住
宅
が
建
っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅
が
滅
失
し
、
又
は

損
壊
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
賦
課
期
日
に
住

宅
が
再
建
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
住
宅
用
地
と
し

て
認
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
課
税
標
準
の
特
例

措
置
の
適
用
が
外
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
既
に
住
宅
用
地
と
し
て
の

課
税
標
準
の
特
例
措
置
を
受
け
て
い
た
被
災
住
宅

用
地
に
つ
い
て
所
得
者
の
税
負
担
が
急
増
す
る
こ

と
を
回
避
し
、
住
宅
の
再
建
を
側
面
か
ら
支
援
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
宅
が
震
災
等
の
事
由
に

よ
り
滅
失
・
損
壊
し
た
従
前
の
住
宅
用
地
に
つ
い

て
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
当
該
土
地
を
賦

課
期
日
に
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
で
き
な
い
と
町

長
が
認
定
し
た
場
合
に
は
、
当
該
震
災
等
の
発
生

後
２
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
特
例
を
引
き

続
き
講
じ
て
い
く
こ
と
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

「
震
災
等
の
事
由
」
と
は
、

震
災
、
風
水
害
、
落
雷
等
の
自
然
現
象
の
異
変

に
よ
る
災
害
及
び
火
災
、
爆
発
、
事
故
等
の
人
為

的
な
災
害
を
指
し
、
自
己
の
都
合
に
よ
る
建
替
え

の
た
め
の
取
り
壊
し
、
自
己
の
放
火
の
場
合
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

「
や
む
を
得
な
い
事
情
」
と
は
、

住
宅
用
地
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
の
認
定
は
、
町
長
が
諸
事
情
を
斟
酌
し
、
個

別
具
体
的
に
認
定
し
ま
す
が
、
具
体
的
に
は

○
が
れ
き
等
の
処
理
で
物
理
的
に
使
用
で
き
な
い
。

○
経
済
的
事
情
に
よ
り
、
住
宅
再
建
ま
で
時
間
が

必
要
で
あ
る
。

な
ど
の
場
合
に
は
、
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

×
住
宅
用
地
を
他
に
確
保
し
て
お
り
、
当
該
土
地

を
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

×
既
に
当
該
土
地
に
つ
い
て
事
業
用
家
屋
の
建
築

確
認
の
申
請
を
し
て
い
る
。

な
ど
の
場
合
に
は
、
認
定
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

３
　
そ
の
他

市
町
村
合
併
関
連
税
制

市
町
村
合
併
特
例
法
の
改
正
に
よ
り
不
均
一
課

税
の
期
間
を
３
年
間
か
ら
５
年
間
に
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
合
併
関
係
市
町
村
の
相
互
間
に
お
い

て
地
方
税
の
税
率
に
格
差
が
あ
る
場
合
（
個
人
住

民
税
の
均
等
割
は
人
口
規
模
に
応
じ
３
段
階
の
税

率
区
分
と
な
っ
て
い
る
）
に
不
均
一
の
課
税
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
期
間
に
つ
い
て
、
合
併
が
行
わ

れ
た
日
の
属
す
る
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
３
年
度

か
ら
、
こ
れ
に
続
く
５
年
度
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
法
人
町
民
税
、
特
別
土
地
保
有
税
等
に

つ
い
て
も
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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１８
歳
未
満
（
障
害
が
あ
る
場

合
は
２０
歳
未
満
）
で
支
給
要
件

に
該
当
す
る
次
の
よ
う
な
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は

養
育
者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童

④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児

童
⑤
父
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
児
童

⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
そ
の
他
孤
児
等

手
当
月
額

児
童
１
人
４
２
、３
７
０
円

（
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と

き
は
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

（
児
童
２
人
め
５
、０
０
０
円

加
算
）

（
以
下
１
人
増
す
ご
と
に
３
、

０
０
０
円
加
算
）

認
定
請
求
に
つ
い
て
は
、
手

当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
５
年

を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
請
求

権
が
消
滅
し
ま
す
。

２０
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
障

害
が
あ
る
児
童
を
養
育
ま
た
は

監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養

育
者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い

る
た
め
、
常
時
介
護
が
必

要
な
児
童

②
身
体
に
重
度
の
障
害
ま
た

は
長
期
の
安
静
が
必
要
な

児
童

③
精
神
病
な
ど
で
、
日
常
生

活
に
常
時
の
介
護
が
必
要

な
児
童

手
当
月
額
（
児
童
１
人
）

１
級
　
５
１
、５
５
０
円

２
級
　
３
４
、３
３
０
円

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

特
別
な
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
２０
歳
以
上
の
者
に
対
し
支
給

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
等

に
入
所
ま
た
は
医
療
機
関
に
３

ヶ
月
を
越
え
て
入
院
し
て
い
る

者
は
除
か
れ
ま
す
。

手
当
月
額

２
６
、８
６
０
円

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
２０
歳

未
満
の
児
童
に
対
し
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま

す
。

手
当
月
額

１
４
、６
１
０
円

生
計
を
維
持
し
て
い
た
父
な

ど
が
、
交
通
事
故
、
労
働
災
害
、

天
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
の
障
害
と
な
り
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き

は
、
月
額
３
、０
０
０
円
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養

義
務
者
な
ど
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
人
は
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

現
況
届
が
必
要
で
す

各
手
当
と
も
８
・
９
月
中

に
前
年
所
得
及
び
家
庭
状
況

を
調
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

９
６
４-

４
４
０
６

児
童
扶
養
手
当

障
害
児
童
福
祉
手
当

災
害
遺
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
手
当

〔
各
手
当
に
共
通
す
る
事
項
〕
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　Ｉｎ ａ ｆｅｗ ｗｅｅｋｓ Ｉ ｗｉｌｌ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ ｉｎ Ｊａｐａｎ ｆｏｒ ｏｎｅ ｙｅａｒ． Ｉ ｓｔｉｌｌ ｒｅｍｅｎｂｅｒ ｔｈｅ 
ｆｉｒｓｔ ｆｅｗ ｗｅｅｋｓ ｉｎ Ａｕｇｕｓｔ ｗａｌｋｉｎｇ ｔｏ ｓｃｈｏｏｌ ｉｎ 32 ｄｅｇｒｅｅｓ ｏｆ ｕｎｂｅａｒａｂｌｅ ｈｕｍｉｄ 
ｈｅａｔ ｂｅｉｎｇ ｄｅａｆｅｎｄｅｄ ｂｙ ａ ｍｙｓｔｅｒｙ ａｌｉｅｎ ｓｏｕｎｄ ｃｏｍｉｎｇ ｆｒｏｍ ｔｈｅ ｔｒｅｅｓ，Ｉ ｗａｓ 
ｃｏｎｆｕｓｅｄ ｔｈｅｎ ａｎｄ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ ｉｎ ａ ｓｔａｔｅ ｏｆ ｃｏｎｆｕｓｉｏｎ ｅｂｅｒ ｓｉｎｃｅ． Ｈｅｒｅ ｉｓ ａ ｂｒｉｅｆ 
ｒｕｎｄｏｗｎ ｏｆ ｏｎｅ ｙｅａｒ ｏｆ ｓｅｒｉｏｕｓ ｌｅａｒｎｉｎｇ，ｅｍｂａｒｒａｓｓｍｅｎｔ，ｅｎｊｏｙｍｅｎｔ，ｄａｎｇｅｒ，
ｈａｐｐｉｎｅｓｓ，ｄｉｓａｐｐｏｉｎｔｍｅｎｔ，ｃｏｎｆｕｓｉｏｎ，ｓｔｒｅｓｓ，ｗｏｎｄｅｒ ａｎｄ ｃｕｌｔｕｒｅ ｓｈｏｃｋ！
ＴＨＥ ＧＯＯＤ：ｍａｔｓｕｒｉ，ｏｎｓｅｎｓ（Ｉ ｌｏｖｅ ｔｈｅｍ，Ｊａｐａｎ ｓｈｏｕｌｄ ｂｕｉｌｄ ｍｏｒｅ！），ｓｈｏｇａｋｋｏ 
ｋｉｄｓ（ｄａｎｇｅｒｏｒｓ ｂｕｔ ｕｎｂｅｌｉｅｖａｂｌｙ ｃｕｔｅ），Ｓｈｉｎｊｕｋｕ，Ｋｙｏｔｏ，Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｏｏｄ（ｓｕｓｈｉ，ｓａｓｈｉｍｉ，
ｓｈａｂｕｓｙａｂｕ，ｙａｋｉｔｏｒｉ，ｕｄｏｎ，ｙａｋｉｎｉｋｕ，ｆｕｇｕ，ｐｉｃｋｌｅｓ，ｕｎａｇｉ，ｍｉｓｏ ｓｏｕｐ ａｎｄ ｄａｉｋｏｎ），Ｋｏｂｅ，
ｂｅｅｒ ｇａｒｄｅｎｓ（Ｉ ｌｏｖｅ ｔｈｅｍ，Ｊａｐａｎ Ｓｈｏｕｌｄ ｂｕｉｌｄ ｍｏｒｅ！），ｎｉｎｎｉｋｕ ｒｅｓｔａｕｒａｕｎｔｓ，ｃｈｅｒｒｙ 
ｂｌｏｓｓｏｍｓ，Ｊａｐａｎｅｓｅ ｃｕｓｔｏｍｅｒ ｓｅｒｖｉｃｅ（ｕｎｂｅｌｉｅｖａｂｌｙ ｇｏｏｄ），ｓｕｍｏ，ｇｒｅｅｎ ｔｅａ，ｓｈｉｎｋａｎｓｅｎ 
ａｎｄ ｅｎｋａｉｓ．
ＴＨＥ ＢＡＤ：Ｊａｐａｎｅｓｅ ｗｉｎｔｅｒ／ｈｅａｔｉｎｇ，ｂｅａｕｒｏｃｒａｃｙ，ｎｉｂｏｓｈｉ，ｔｅａｃｈｉｎｇ ｉｎ 30＋ 

ｄｅｇｒｅｓｓ ｏｆ ｈｕｍｉｄｉｔｙ，Ｊａｐａｎｅｓｅ ｐｒｉｃｅｓ，ｓｔａｌｋｅｒｓ ａｎｄ ｃｏｎｙａｋｕ．
ＴＨＥ ＵＧＬＹ：ｇｏｋｉｂｕｒｉ，ｅａｔｉｎｇ ｆｏｏｄ ｔｈａｔ ｉｓ ｓｔｉｌｌ ａｌｉｖｅ，ｓｕｚｕｍｅ ｂａｃｈｉ，ｓｈｉｔｅ ｌｉｐｓｔｉｃｋ 
ａｎｄ ｃａｒｓ ｗｉｔｈ ｃａｒｐｅｔ ａｎｄ ｄｉｓｃｏ ｌｉｇｈｔｓ ｉｎｓｉｄｅ．
ＴＨＥ ＣＯＮＦＵＳＩＮＧ：ｈｏｎｎｅ ａｎｄ ｔａｔｅｍａｅ，ｋａｎｊｉ ａｎｄ ｂｕｙｉｎｇ ｆｏｏｄ ｉｎ ｓｕｐｅｒｍａｒｋｅｔｓ．
ＴＨＥ ＤＡＮＧＥＲＯＵＳ：ｈｏｔ ｓａｋｅ，Ｊａｐａｎｅｓｅ ｄｒｉｖｅｒｓ，ｙａｋｕｚａ，ｓｈｏｇａｋｋｏ ｋｉｄｓ，ｗａｓａｂｉ，
ｓｈｏｃｈｕ，Ｎｉｈａｍａ ｆｅｓｔｉｖａｌ，ａｎｇｒｙ ｏｂａｃｈａｎｓ ａｎｄ ｔｈｅ ｃｈａｉｎｓ ｏｆ Ｍｔ．Ｉｓｈｉｚｕｃｈｉ．
ＴＨＥ ＮＥＷ ＡＮＤ ＷＯＮＤＥＲＯＵＳ：ｈｉｇｈ ｓｃｈｏｏｌ ｇｉｒｌｓ ｄｏｉｎｇ ｔｈｅｉｒ ｍａｋｅ ｕｐ 
ｏｎ ｔｈｅ ｔｒａｉｎ，ｔｏｉｌｅｔｔｅ ｓｌｉｐｐｅｒｓ，ｒｉｃｅ ｃｏｏｋｅｒｓ，ｈｉｇｈ ｓｃｈｏｏｌ ｂｏｙｓ ｗｉｔｈ ｂｌｅａｃｈ ｂｌｏｎｄｅ ｈａｉｒ，
ｍａｎｇａ，ｈｉ-ｔｅｃ ｔｏｉｌｅｔｔｅｓ，ｙａｋｉｎｉｋｕ，ｐａｄｄｙ ｆｉｅｌｄｓ ａｔ ｎｉｇｈｔ ｗｉｔｈ ｓｉｎｇｉｎｇ ｆｒｏｇｓ ａｎｄ ｆｉｒ
ｅｆｌｉｅｓ，ｐａｃｈｉｎｋｏ ａｎｄ ｓｉｎｇｉｎｇ ｌａｍｐｏｓｔｓ ｉｎ Ｋｏｂｅ ｈａｒｂｏｒｌａｎｄ．
ＴＨＥ ＮＥＷＬＹ ＬＥＡＲＮＴ：ｈｉｒａｇａｎａ，ｓｌｅｅｐｉｎｇ ｉｎ ａ ｆｕｔｏｎ，ｃｈｏｐｓｔｉｃｋｓ，ｋａｔａｋａｎａ，
ｄｏｄｇｅｂａｌｌ，ｏｎｓｅｎ ｅｔｉｑｕｅｔｔｅ，ｓｌｕｒｐｉｎｇ ｎｏｏｄｌｅｓ，ｇａｍａｎ，ｋａｒａｏｋｅ，ｂａｓｉｃ Ｊａｐａ
ｎｅｓｅ ａｎｄ ｓｅｉｚａ（ｐａｉｎｆｕｌ）．
 Ｉ ｗｏｎｄｅｒ ｗｈａｔ ｍｙ ｓｅｃｏｎｄ ｙｅａｒ ｗｉｌｌ ｂｅ ｌｉｋｅ！�
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“ＣＵＬＴＵＲＥＳＨＯＣＫ Ｒｅｆｌｅｃｔｉｏｎｓ Ｏｎ Ｍｙ Ｆｉｒｓｔ Ｙｅａｒ”�

カルチャーショック（この１年を振り返って）�

ラ
ッ
カ
ー
ニ
・
カ
ル
ペ
ッ
シ
ュ
さ
ん
�

１
９
６
９
年
１２
月
２４
日
生
（
３１
歳
）
　
イ
ギ
リ
ス
出
身
�

　
昨
年
７
月
か
ら
重
信
町
に
英
語
指
導
助
手
と
し
て
来
日
。
�

　
中
学
校
で
英
語
指
導
を
し
て
い
る
他
、
小
学
生
及
び
一
般
町
民
に
も
英
語

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
活
動
。
�

　
趣
味
は
、
ギ
タ
ー
・
料
理
・
旅
行
・
読
書
・
映
画
鑑
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
と
幅
広
い
。
�

　あと数週間で、私が日本に来て１年になります。32度の蒸し暑い中を、木から聞こえてくる妙な音で耳をつんざかれ
そうになりながら学校へ歩いてきていた、昨年８月のことを思い出します。あの頃はとても困惑していましたし、今もそ
のような状態にあります。
　ここに、楽しかったこと、困ったこと、危なかったこと、失望したこと等、簡単に挙げてみましょう。
　良いこと：祭り、温泉（もっとあればよい）、小学校の先生（危険だがとても可愛い）、新宿、京都、日本料理（すし、刺身、
しゃぶしゃぶ、焼き鳥、うどん、焼き肉、ふぐ、漬け物、うなぎ、みそ汁、大根）、神戸、ビアガーデン（これももっとあればよ
い）、にんにく料理屋、桜、日本の接客（極めてよい）、相撲、緑茶、新幹線、宴会
　悪いこと：日本の冬の寒さ、書類、煮干し、30度の暑さの中でする授業、物価、ストーカー、こんにゃく
　混乱すること：本音と建て前、漢字、スーパーでの買い物
　危険なもの：熱燗、日本のドライバー、やくざ、小学校の生徒、わ
さび、焼酎、新居浜太鼓祭り、怒ったおばさん、石鎚山の鎖
　新しく不思議なもの：電車の中で化粧する女子高生、トイレのス
リッパ、炊飯器、金髪の男子高校生、漫画、ハイテクトイレ、焼き肉、
カエルとホタルの水田、パチンコ、神戸ハーバーランドの音の出る
街灯
　身に付けたこと：ひらがな、布団で寝ること、お箸、カタカナ、ドッ
ヂボール、温泉のマナー、麺類の食べ方、我慢、カラオケ、基本的な
日本語、正座（これは痛い）

　さあ、果たして２年目はどうなることやら。�



７
月
１０
日
、「
重
信
町
い
じ
め・

不
登
校
問
題
対
策
連
絡
会
議
」

の
名
称
を
、「
重
信
町
少
年
健
全

育
成
推
進
協
議
会
」
と
改
称
し
、

幅
広
く
積
極
的
に
少
年
の
健
全

育
成
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

町
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
健
全

育
成
と
い
う
こ
と
で
、
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校
・
区
・

分
館
・
婦
人
会
・
老
人
ク
ラ
ブ

や
各
教
育
機
関
及
び
教
育
関
係

団
体
・
地
域
社
会
の
代
表
者
で

組
織
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
い
じ
め
・
不

登
校
問
題
対
策
を
は
じ
め
、
非

行
防
止
、
交
通
安
全
、
環
境
浄

化
、
学
校
週
５
日
制
に
伴
う
休

日
の
過
ご
し
方
等
に
つ
い
て
専

門
部
会
制
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

全
体
的
な
活
動
の
重
点
事
項

と
し
て
、
声
か
け
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
お
は
よ
う
、

こ
ん
に
ち
は
、
元
気
そ
う
だ
ね
、

ご
苦
労
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
、

│
こ
ど
も
は
地
域
の
宝
、
み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ
う
│

愛
の
一
声
、
朝
の
あ
い
さ
つ
か
ら

重
信
町
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会

さ
よ
な
ら
な
ど
と
気
軽
に
声
を

か
け
る
運
動
で
す
。

最
近
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
の
声
が
よ
く
話
題
に
出
て

き
ま
す
。

少
年
の
非
行
防
止
、
い
じ
め
・

不
登
校
も
、
ま
ず
は
一
声
、
気

持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
か
ら
で

す
。元

気
の
い
い
朝
の
あ
い
さ
つ

が
そ
の
日
の
活
力
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
中
、
地
域
行

事
に
は
積
極
的
に
親
子
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

自
然
や
社
会
体
験
を
豊
か
に

し
、
自
分
に
磨
き
を
か
け
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

悩
み
ご
と
、
教
育
相
談

は
、
お
気
軽
に

９
６
４

-

３
４
３
７
へ
ど
う
ぞ
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
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「
子
ど
も
が
学
校
に
行
か
な
く
な
っ
た
ら

赤
飯
を
た
き
な
さ
い
！
」

何
と
驚
く
べ
き
言
葉
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
八
月

に
開
催
す
る
「
人
権
講
座
」
の
講
師
、
大
越
俊
夫
先

生
の
近
著
の
書
名
で
す
。

大
越
先
生
は
、
２６
年
前
、
７
名
の
不
登
校
生
を
対

象
に
「
師
友
塾
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
現
在
は
、
神

戸
校
、
大
阪
校
、
東
京
校
の
３
校
で
、
常
時
、
２
５

０
名
程
度
の
不
登
校
生
・
中
退
生
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
２６
年
間
に
約
５
０
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
に
関

わ
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
赤
飯
を
た
き
な
さ
い
」
の
真
意
は
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

不
登
校
生
は
、
決
し
て
落
後
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
生
き
方
を
求
め
て
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た

ち
で
す
。
現
代
社
会
の
肯
定
者
で
は
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
未
来
社
会
の
創
造
者
と
な
る
可
能
性
を

も
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
う
考
え
る
と
、
子
ど

も
が
不
登
校
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
生

き
方
を
見
つ
け
だ
そ
う
と
苦
し
み
始
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
む
し
ろ
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
に
、
落
後
者
の
烙
印
を

押
す
。
こ
の
こ
と
で
子
ど
も
は
悩
み
、
傷
つ
き
、
苦

し
み
、
そ
し
て
元
気
を
失
っ
て
い
く
。
不
登
校
生
に

落
後
者
の
烙
印
を
押
し
て
い
る
の
は
、
親
な
の
か
、

教
師
な
の
か
、
そ
れ
と
も
社
会
全
体
の
風
潮
な
の
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
大
き
な
人
権
問
題
な
の

で
す
。
不
登
校
生
へ
の
見
方
を
変
え
な
い
か
ぎ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
の
回
復
、
生
き
方
へ
の
自
信
に

結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
師
友
塾
の
最
大
テ
ー
マ
は
、”元

気
の
回
復
“
な
の
で
す
。

第
２
回
「
人
権
講
座
」
の
大
越
先
生
の
お
話
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

第
２
回
「
人
権
講
座
」

¡
と
　
き
　
８
月
１３
日
b

１３
時
〜

¡
と
こ
ろ

町
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

¡
演
　
題

『
魂
の
教
育
を
求
め
て
』

│
新
し
い
学
校
づ
く
り
│

¡
講
　
師

大
越
俊
夫
先
生

リ
バ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
師
友
塾
塾
長

国
際
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー(

Ａ
Ｉ
Ｅ)

学
園
長
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日� 行　　　　　　事� 移動図書館車� 当 番 医 � ご　　　み�

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

8/１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

9/１

２

３

４�

５�

読書会「源氏物語」 13:30～15:30 町民会館

�
�
社会保険出張相談所 10:00～15:30 商工会館
�
菊づくり講座 13:30～ 町民会館
�
子どもスポーツ大会 8:00～ 重信中学校他(雨天の場合は12日)
男性料理教室 9:30～ 町民会館
パソコン講座(９日まで) 南吉井小学校

�
�
�
�
行政・心配ごと相談 13:00～15:00 町民会館�
手話教室 19:00～ 町民会館、第34回町民大学 19:30～ 町民会館
�
�
花いっぱい運動 9:00～ 町民会館
西岡焼シンポジウム 13:30～ 町民会館、お話会 14:00～ 図書館
廃棄図書交換市 図書館
�
第２回「人権講座」 13:00～ 町民会館
�
�
�
読書会「源氏物語」 13:30～15:30 町民会館
�
人権相談 10:00～15:00 役場

�
�
パソコン講座(23日まで) 重信中学校、バレーボール審判説明会 19:00～ 重信中学校体育館
大人と子どものふれあい広場 19:30～ 図書館

�
�
�
心配ごと相談 13:00～15:00 町民会館
手話教室 19:00～ 町民会館
バレーボール審判説明会 19:00～ 重部中学校体育館
�
花いっぱい運動 9:00～ 町民会館
お話会 14:00～ 図書館、横河原観月祭 19:30～
廃棄図書交換市 図書館

�
手話教室 19:00～21:00 町民会館

�
�
�
町県民税(２期)・国民健康保険税(３期)納期限�
国民年金保険料納付期日、水道使用料(６・７月分)納期限�
幼稚園・小中学校第２学期始業式
�
第37回成人バレーボール大会 8:30～ ツインドーム重信他
�
社会保険出張相談所 10:00～15:30 商工会館

エアロビクス教室(初級) 10:00～11:00 ツインドーム重信
�
読書会「源氏物語」 13:30～15:30 町民会館
エアロビクス教室(中級) 10:00～11:00 ツインドーム重信�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

（図書館休館）�

上樋・播磨台・野田・�
新村・北野田
上村・下林・上林�

志津川・八反地・西岡・�
田窪・牛渕・牛渕団地�

山之内・樋口・横河原�

志津川・八反地・西岡・�
田窪・牛渕・牛渕団地�
上樋・播磨台・野田・�
新村・北野田�
上村・下林・上林�

山之内・樋口・横河原�

北吉井幼稚園�

重信幼稚園�

西野内科クリニック�
†964_2200

西本整形外科�
†964_1611

中川病院�
†976_7811

くぼた内科�
†970_0011

北上靖博整形外科�
†975_3753

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原�

燃やさないごみ:横河原以外②�
粗大ごみ:志津川(八反地を除く)

燃やさないごみ:横河原以外②�
粗大ごみ:志津川(八反地を除く)・田窪団地�

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原�

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原�

燃やさないごみ　①空き缶・金属類、びん・ガラス類　②ペットボトル、その他�

粗大ごみ:横河原・志津川(八�
反地を除く)・田窪団地以外�
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